
肥満症診療ガイドラインＰ44

※重度⾼⾎圧、脳⾎管疾患、重度の腎・肝・膵障害などでは使⽤禁忌

【肥満症治療薬とは】

各ステップ 影響因⼦ 担い⼿
薬の種類

飲⾷

吸収

消費

余る＝肥満

⾷欲

分解

代謝

⾷欲中枢（脳）

脳内アミン・セロトニン
カンナビノイド・神経ペプチド

消化酵素

脂肪分解酵素（リパーゼ）

細胞

（記述なし）

吸収阻害薬セチリスタット
オルリスタット

代謝促進薬（記述なし）

中枢性⾷欲抑制薬マジンドール
（BMI35以上で適応）

阻害

促進

阻害

促進

ほとんどの薬が、
⽇本では未承認
あるいは未発売

日本で唯一の認可だ
が、生活習慣病に対

する禁忌多い ※

※未販売のまま終了
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